


























































 第 3章から第 5章では、民俗学的アプローチから三つの調査地の実地調査を行い、徐福
伝説の実態を考察した。 
 第 3章は本州最北端に位置する青森県中泊町旧小泊村を調査地とし、2017 年 8月に行っ
た実地調査に基づき、当該地域の徐福伝説をまとめたものである。小泊村に語り継がれて
いる徐福伝説をめぐって、昔から伝えられてきた徐福伝説の由緒とその内容を整理し、漁
民の航海信仰を検討した。また、地元の徐福伝説に由来する「中泊徐福まつり」の構造を
考察し、地元の徐福伝説に関する民俗文化を検討した。「中泊徐福まつり」は単に徐福伝説
を語る活動ではない。地元の郷土芸能が祭りの場で上演され、徐福伝説と融合した多様な
舞踊が行われることが重要である。こうした形態が徐福伝説を継承する中泊特有のあり方
を示している。このような包容力により、徐福伝説は地元で村おこしに利用され、地域振
興の文化要素として活用されているのだ。 
 第 4章では、和歌山県新宮市に伝えられている徐福伝説を踏まえ、地元の徐福伝説を伝
承する実態とその背景を明らかにした。古い歴史を持っている和歌山県新宮市の徐福伝説
を手がかりとして、地元での徐福伝説から展開した徐福顕彰活動の状況を考察した。今ま
で伝えられてきた徐福伝説がどのように新宮市の人々の日常生活と結びついているのか、
地元の徐福伝説がどのような形で伝承されているのか、という今まで徐福研究で見落され
てきた点に着目し、若干の考察を行った。事例として 2019年時点までに 56回の開催を数
える「熊野徐福万燈祭」を取り上げた。徐福伝説に関連する民俗文化は、新宮市の地域振
興に利用されているだけでなく、徐福伝承地としての特徴をも示している。徐福関連商品
の開発は、観光の振興に役立っている。そして、その開発を通して、伝統文化を発掘しよ
うとする地元の人の強い意欲が形成されるのである。 
 第 5章は佐賀県佐賀市の徐福伝説にまつわる事物の調査や、地元の人々に対する聞き取
り調査を基に分析していった。その分析から徐福伝説が佐賀市で定着し、語り継がれてい
る背景や要因と、その伝承形式を明らかにした。事例として、1980年に開催された金立神
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社例大祭を取り上げた。金立神社例大祭は、祭りという形で地元の人々の徐福に対する記
憶（特別な感動）を呼び戻す。往古から伝えられてきた行事の開催は、金立大権現として
の徐福に対する敬意の表現だけでなく、先祖たちから伝えられてきた信仰伝承の現れであ
る。歴史文献の分析や実地調査を基に、徐福伝説の伝承形式と、それに端を発した民俗文
化の実態を明らかにした。 
 終章では、「いま」の視点だけではなく、時間軸と空間軸を移行させて徐福伝説の発生・
伝播・変化・伝承を考察した。本論文で調査地として選定した三つの徐福伝承地の特徴を
整理した。その結果、この 3地域の徐福に関連する事物の建造と民俗文化の創造に注目す
ると、それぞれの特徴がみられた。さらに、東アジアにおける徐福伝説の古代・中古・中
世・近世・現代において、それぞれの徐福伝説の時代における特徴を考察した。 
 以上の考察から、時代と地域の要求に応じて自在に変化できる特徴を持つ徐福伝説は、
その現代的役割を徐福伝承地で果たしていることが分かった。その現代的役割は、2000年
以上の歴史を持つ徐福伝説が現在でも生命力を保っている理由である。このような役割を
持っているからこそ、徐福伝説は 2000年にわたった現在でも伝承されているのである。現
代の徐福伝説は、中国・韓国・日本の各徐福伝承地で活用され、地域間の絆を深めている。
そして地域社会の活性化をも促している。 
 
 
 
 
